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Furukawa Elementary School in Gifu Prefecture: Through the Analysis of Book and Study 

Reports Written by Toshihiro Yamasaki.
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Abstract: ‘Fushizukuri Education’ is known as a great music education  in Japan after  
the war.　It was practiced  in Furukawa Elementary School  in Gifu Prefecture  from the 
late 1960’s to the early 1970’s. This education was continued more than 10 years and was 
highly appreciated nationwide.　Behind these brilliant successes,  there were mainly two 
reasons.　The one is the introduction of the educational philosophy by the principal, Ichiro 
Nakaya and the other  is a great deal of effort of all  teachers at the school  including the 
chief music teacher Toshihiro Yamasaki.
　This study examined book and study reports which were written by Yamasaki.　The 
concept of ‘Fushizukuri Education’ in Furukawa Elementary School was that all teachers 
are responsible  to raise all  children.　The aim of  this education was not only  to  teach 
music, but also to  form the personal character  through voluntary music activities.　The 
characteristics of its teaching method are as follows: Basic musical abilities can be naturally 
developed by using double  teaching methods  (‘Fushizukuri Education’ curriculum and 
course materials  study); Motivation  for  learning can be  increased  through  the creative 
activity  of ‘Fushizukuri’; Aim  to  enhance  personal  character  formation  through 
‘Fushizukuri’ activity as a group activity; Various musical signals are used in the music 
lessons;  Information about music can be acquired by  listening to music and  imitating to 
sing songs and play instruments as teacher and/or children do; and creative activities can 
be seen as a result of all these effects.
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Ⅰ　はじめに

　昭和30年代は，文部省，日本教職員組合，民間団体
ともに，学校における音楽教育の改善に力を尽くし始
めた時代であった。同時に，地方においても音楽教育

改善の動きが見られるようになった。岐阜県において
も同様である。昭和36年に岐阜県教育委員会指導主事
となった山本弘は，研究指定校依頼に奔走した。山本
の依頼を受け，昭和30年代末から40年代初めにかけて，
郡上郡高山小学校，揖斐郡温知小学校，恵那郡大井小
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学校において，ふしづくりの教育が試みられた。そして，
昭和41年度から岐阜県の研究指定校となった吉城郡古
川小学校において，ふしづくりの教育は完成され，「ふ
しづくり一本道」１）と呼ばれるようになった。昭和40
年代後半には，全国から多数の参観者が古川小学校を
訪れるようになり，「ふしづくり一本道」のカリキュラ
ムは，山本の著書２）で紹介され，高い評価を得た。
　「ふしづくり一本道」に関する主な先行研究には，
河口（1991）３），木村（1993）４），澁谷（1996）５），八木
（2004）６），佐橋（2006）７），松永（2006）８），松永（2007）９），
松永（2008）10），井上（2008）11），菅（2008）12）等が
ある。これらのほとんどは，山本の著書・論文及び古
川小学校が昭和50年に出版した『ふしづくりの教育－
主体的で楽しい音楽教育の実現をめざして十年－』13）

をもとにした研究である。しかし，山本の著書は，研
究指定校での実践をもとに書かれた理論書である。ま
た，古川小学校の著書は，ふしづくりの教育に最初か
ら関わり完成していく過程を最もよく知っていた音楽
主任の山﨑俊宏が異動になったのちに書かれており，
ふしづくりの教育をどのようにしてつくりあげていっ
たのか，成立の過程にはどのような教育観が存在した
のかということが明らかにされてはいない。一方，澁
谷の研究は，貴重な第一次史料と山本弘へのインタ
ビューをもとに，主として「ふしづくり一本道」成立
までの経緯を明らかにしているが，古川小学校のふし
づくりの教育の内容までは検討していない。
　本研究者は，これまでに，岐阜県古川小学校で行わ
れたふしづくりの教育に影響を与えた重要人物に焦点
をあてて研究を行ってきた。その結果，古川小学校の
「ふしづくり一本道」を作り上げたのは山本であると
いう通説に対して，昭和10年代から岐阜県高山市で中
村好明が行っていた音楽教育改善の試みが，ふしづく
りの教育の基盤になっている可能性が高いことが明ら
かとなった14）15）16）。また，古川小学校でのふしづく
りの教育成立にあたっては中家一郎校長の教育観が大
きく影響を与えたこと，またふしづくりの教育が長き
にわたって続いたのも中家校長の功績であったことが
わかった17）18）。さらに，古川小学校でのふしづくりの
教育に実際に携わった人たちへのインタビュー調査を
行った結果，古川小学校のふしづくりのカリキュラム
を試行錯誤しながら作成し，実践をとおして改善して
いったのは，山﨑を初めとする古川小学校の全教員で
あったことも明らかとなった。山﨑は昭和48年に，音
楽主任として関わったふしづくりの教育の7年間の研
究成果を，子どものたくさんの作品とともに『ほんも
のの音楽教育を求めて』19）に著している。また山﨑は，
古川小学校在職中に，音楽主任として古川小学校の研

究発表大会や拡大参観日において研究発表をし，また
中家校長とともに招聘された全国各地での講演におい
ても研究報告を行っており，その手書き原稿が多く現
存している。そこで本研究では，山﨑の著書及び研究
報告（研究発表手書き原稿）を検討することによって，
古川小学校におけるふしづくりの教育の理念と指導法
の特徴を明らかにすることを目的とする。

Ⅱ　古川小学校長中家一郎及び音楽科
主任山﨑俊宏の略歴

　中家一郎は，現在の飛騨市古川町の生まれである。
古川尋常高等小学校に学んだ中家は，昭和４年に15歳
で岐阜師範学校に入学し，同９年に同校を卒業し，高
山南尋常高等小学校に赴任した。昭和11年には教職を
いったん辞し，岐阜師範学校専攻科に入学した。翌12
年には専攻科を修了し，高山西尋常高等小学校に赴任
している。昭和17年には，古川国民学校に転勤し，10
年間を同校で勤務した。昭和27年には，国府中学校に
教頭として転勤し，昭和29年から２年間は飛騨教育事
務所指導主事を務めた。中家は，昭和31年に国府村立
老和気（おいわけ）小学校長に，昭和36年に角川小中
学校長に，昭和37年に河合中学校長となった。
　その後中家は，昭和38年に飛騨教育事務所指導課長
に転出している。昭和41年度の岐阜県の小学校音楽科
の研究指定校が古川小学校に決定したのも，当時飛騨
教育事務所の課長であった中家が，岐阜県の指導主事
であった山本の相談を受け，自らの母校である古川小
学校を推薦したからである。中家は，昭和42年には，
自らが母校古川小学校の校長となり，学校運営に絶大
な手腕を発揮した。そして，一貫してふしづくりの教
育を支え，その発展に大きく貢献した。中家は，いく
つかの栄転の話もすべて断って，最後まで古川小学校
長の職にとどまり，昭和50年３月に教職から退いた。
　一方山﨑俊宏は，昭和４年に現在の高山市国府町に
て誕生し，岐阜県の教員養成所を卒業したのち，日本
大学文理学部２年課程を修了し，さらに武蔵野音楽大
学で聴講生として音楽を２年学んだ。昭和26年に大村
小学校に赴任し，昭和29年には宇津江小学校に異動に
なり，昭和37年から古川小学校に赴任した。昭和41年
に古川小学校が研究指定を受けた当時は，音楽の専科
教師はおらず，山﨑音楽主任が中心となって，ふしづ
くりの教育の実践を推進した。
　山﨑は，昭和49年に飛騨教育事務所音楽指導主事と
なり，昭和51年には，再び古川小学校へ教頭として赴
任した。
　山﨑は，昭和52年10月に，ふしづくりの教育に対す
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る長年の功績を評価されて，第８回中日教育賞20）「ふ
しづくり音楽教育の推進」を受賞している。彼は，昭
和54年から，本郷中学校，神岡中学校，国府中学校に
おいて教頭を歴任し，昭和62年３月に定年退職した。
その後山﨑は，平成元年から平成４年まで，国府町教
育委員長を務めた。

Ⅲ　古川小学校におけるふしづくりの
教育の研究経過

　昭和41年度から昭和49年度にいたる10年間の古川小
学校の研究経緯は以下である。

表１　昭和41年度～49年度の古川小学校の研究経過21）

　県の研究指定校であった２年間の成果は，昭和43年
２月の研究会で「主体性，創造性のある授業構造－ふ
しづくり一本道の実践をとおして－」として発表され，
この時点でふしづくり指導段階表第三次案が作成され
ている。同じように県の研究指定校を受けていた高山
小学校，温知小学校，大井小学校は２年間の研究指定
が終了したあとはふしづくりの教育を行っていない
が，古川小学校は，研究指定校としての２年間が終了
したのちも，引き続きふしづくりの教育のカリキュラ
ム改訂を継続している。昭和43年度にはふしづくり指
導段階表第四次案を作成し，昭和44年度には「和声と
３拍子」の系統試案を作成，昭和45年度には鍵盤ハー
モニカを全国に先駆けて実践に取り入れている。この
鍵盤ハーモニカの導入は，ふしづくりの教育にとって，
非常に大きな成果をもたらした。昭和46年度にはふし
づくり指導段階表第五次案が作成され，これをもって
カリキュラムが完成したと言える。昭和43年度からの
３年間は研究発表会がなかったものの，音楽の参観者
は169名から365名へと増加し，中家校長は翌年の昭和
46年度から全国自主発表会，拡大参加日等の開催を決
意した。それ以来，音楽の参観者は，昭和46年度で1,990
名，昭和47年度で2,382名，昭和48年度で2,002名，昭
和49年度で2,898名となり，古川小学校のふしづくり
の教育は全国的に有名となった。昭和50年３月，中家
校長の退職を機に，古川小学校は10年間の研究成果と
して，『ふしづくりの教育－主体的で楽しい音楽教育
の実現をめざして十年－』を発刊した。
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　中家校長退職後，昭和50年度から３年間は山下一男
校長が「ふしづくりの教育」を引き継いだ。しかし，
昭和53年度に赴任した Z校長は，その最初の訓示で，
「私は「ふしづくりの教育」を潰しに来た。」と発言し
た。Z校長は，１年ごとに１／３の教員を異動させ，３年
間で，ふしづくりの教育に関係していた教員ほぼ全員
を古川小学校から転出させたと言われている。こうし
て，「ふしづくりの教育」は消滅していったのである。
倉庫に保管されていた「ふしづくりの教育」の資料も
すべて焼却されたそうである。

Ⅳ　山﨑俊宏の著書及び研究・実践報
告に見られるふしづくりの教育の
理念と指導法

１　ふしづくりの教育のはじまりと様相
　山﨑は，県の研究指定校を引き受けた昭和41年度の
ことを振り返って次のように述べている。 　古川小学校では，全教員で子ども全員を育てるとい

う信念のもと，校長を中心として全教員がスクラムを
組んで，学校全体が大きな目標に向かって動いてい
た。研究授業や発表演奏を参観した先生たちの感想か
ら，当時の古川小学校の様子がよくわかる。
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２　ふしづくりの教育の理念
　山﨑は，ふしづくりの教育６年目の研究発表におい
て，次のような視点で音楽教育の体質改善を試みたこ
とを述べている。

真の音楽教育（研究発表手書き原稿より）

　「音楽科における人間形成とは何であるか」（研究発
表手書き原稿より）

　これらの考えをもとにした理念は，以下である。
１．習う音楽教育でなく，学び取る音楽教育でありた
い（主体的学習の確立，１人１人を伸ばす指導）
・新しい歌を習うのが音楽の時間ではない。
・音楽の時間は先生中心から児童中心へ
・能力の低いものでもがんばれる内容であること
・一斉学習だけでなく，１人１人の学習の場の設定
・学習のめあてや方法がはっきりしていること
・１人学習，友だち学習ができるものでありたい。
２．技術主義からの脱却
・いつも歌ったり，弾いたり，上手，下手だけでな
いこと

・特別な子のみの時間でないこと
・音楽する力を育てたい
・教材より子どもを重視し，楽しみをもたせたい
３．系統的に能力の育つ教育でありたい。
４．感覚重視の指導でありたい
・感覚優先で，演奏して楽しむ時間でありたい
５．担任による指導
　・みんなの子をみんなの先生で育てたい
６．楽しい学習でありたい。
　以上をめざしたふしづくりの教育こそ，基礎的な能
力を，子ども自ら主体的に学習しながら育てていくの

に最も効果的であり，誰でもができる方法であると山
﨑は述べている。
　山﨑のいうふしづくりの教育の特徴は以下である。
①教材を並べただけの教科課程ではなく，ふしづくり
をもとにして，系統を考えた「ふしづくり一本道」
によるものであること
②堪能な音楽教師だけに可能な教科課程でなく，誰に
でもできるものであること
③ふしづくりすることにより，自分の音楽をしながら
基礎能力を育て，主体的活動のある音楽学習を進め
て能力を積み重ねるように系統立てられていること
　つまり，「ふしづくり」というと，その言葉から何
か狭い意味の創作指導のように受け取られるが，決し
てそういう意味ではなく，終局的には創作まで発展す
るが，これは音楽の基礎を踏まえた創造活動であり，
音楽全領域にわたる，基礎能力を系統的に無理なく育
てる方途なのであると山﨑は述べている（研究発表手
書き原稿より）。
　また山﨑は，指導の理念として，①生活から学習へ
（具体から学習内容の抽出），②子どもが音楽する（愚
作の多作，基本理念），③転移する能力（ひとり歩き
ができる），④指導法（㋑対比，比較，㋺興味，選択，
責任，㋩パターン）を挙げている（山﨑，p.283）。
　これらの具体的内容は，以下の研究報告に示されて
いる（研究発表手書き原稿より）。　
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　また，実践の結果として，1. 基礎的な力が無理なく
身につくこと，2. ひとりひとりが楽しく学習でき，能
力の開発ができること，3. 学習が主体的にでき，豊か
な人間性を培うことができるので，他教科への影響も
大きいこと，4. 鋭敏な感受性が育つため，鑑賞力が身
につくこと，5. 将来一人歩きができること，が挙げら
れている。さらに山﨑は，「もはやふしづくりの教育は，
一方法，一方途でなく，教育の目的であると考えてい
ます。」とも述べている（研究発表手書き原稿より）。

３　ふしづくりの教育の指導法
（１）指導観
　山﨑は，ふしづくりの教育に関して，「30段階100の
ステップで，子どもの発達段階に即して，指導過程が
盛り込まれていますが，決して無味乾燥な基礎指導，
ドリル的なものでなく，楽しい学習の中で，主体的に
創造活動ができるようになっています。音をこねまわ
す生活より生まれる作品は愚作ではあっても，多作す
る中で，自分の音楽を持ち，愛着を感じ，その子が自
ら音楽していこうという姿勢をねらっています。」と
主張している（研究発表手書き原稿より）。
　山﨑の定義するふしづくりの教育は以下である。

　「ふしづくり一本道の実践－子どもたちの主体性を
生かして－」（研究発表手書き原稿より）

　ふしづくりが音楽授業の中心となるべき理由とし
て，以下が挙げられている（研究発表手書き原稿より）。

　また，ふしづくりの教科課程の特徴は以下である。

ふしづくりの教科課程（研究発表手書き原稿より）

　山﨑は，ふしづくりの指導の特色として，「低学年
から遊びを中心として，楽しさのなかで基礎を順次積
み上げていくもので，その学習活動には幅があって能
力に関係なく，どんな子どもにも楽しさを味わうこと
ができるもの。学習活動のなかで，自分も一緒に活動
できたという満足感があり，主体的に学習できるよう
になり，子どもたちは音楽の学習を好きになります。」
と述べている（研究発表手書き原稿より）。
　また山﨑は，指導に関して，以下のことが重要であ
ると述べている（研究発表手書き原稿より）。
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　これらをまとめると，ふしづくりの活動に必要なも
のは，即興力，選択力，再表現力，リズム変奏力，活
用力となる。（ふしを）即興する－（よいふし・相手
に合うふしを）選択する－再表現する（模唱・模奏）
－リズムを（即興的に）変奏する－（さまざまなふし
やリズムを組み合わせて）活用する，という一連の活
動は，ふしづくりのカリキュラムにも，実際の授業例
にも明示されている。

（２）　二本立ての授業構成
　古川小学校の音楽科授業は，通常の音楽活動とふし
づくりの活動の二本立ての授業構成となっている。「ふ
しづくり一本道」のカリキュラムは，通常の音楽活動
（歌唱，器楽，創作，鑑賞）を支える土台，すなわち
基礎能力を系統的に段階表にまとめたもので，音楽を
つくるという活動を通して，ひとり歩きできる力を育
てるものであった。表２は，二本立ての授業構成のパ
ターンの例である。

表２　二本立ての授業パターン例（山﨑，pp.282-283）

（３）　ふしづくりの内容
　ふしづくりの教育では，低学年は遊びを中心にした
身体表現から入る。そして高学年にいたるまで感覚を
優先する。まず耳から入れて身体で感じとらせるので
ある。「聞いて」－「吹いて」（模奏）－「歌って」（リ
ズム唱，階名唱，歌唱）－「書く」（記譜）という順
序で進める。
　子どもの感覚は鋭いので，このふしづくり指導の段
階をふんでいくと，低学年では，３音や７音のふしを

一度聞いただけで，鍵盤ハーモニカを使ってすぐ模奏
できるようになり，また中学年では，教材を２，３回
レコードで聞いただけで，すぐ笛などで演奏できるよ
うになり，さらに高学年になれば，楽譜をみて初見演
奏ができるようになる，と山﨑は述べている（研究発
表手書き原稿）。
　ふしづくりは，低学年15分，中学年20分，高学年25
分をめやすに行う。低学年では，遊びを通してリズム
感覚を身体でつかむようにするのが大きなねらいであ
るが，特に長時間同じ遊びでは飽きてしまうので，多
くの遊びを用意しておく事が必要であるし，間が空く
とすぐさわぎ出すので，音楽を使って授業が流れるよ
うにする工夫が大切である。同じ遊びでも方法をいろ
いろ変えて実施すると，あきないで楽しく遊ばせるこ
とができる。新しい遊びは一斉で扱い，慣れたらグルー
プ，個人としていく。記譜に関しては，書くパターン
を作り，♩＝60ぐらいの速さで流れるように書く。最
初はうまく書けるように時間をかけるが，慣れたら１
回に４問ぐらい毎時扱うとよい。答え合わせをできる
だけ効率的にして，視奏との結びつきも考えていく。
階名唱の指遊び（左手を五線にたとえて，ドレミの位
置を知らせる）なども，適当に歌を作ってそれに併せ
て遊ばせ，既習曲への結びつきも考え，階名と五線の
位置もわからせていく（山﨑，pp.287-291）。
　中学年では，１部形式のふしづくり（１人で），リ
ズム変奏と拍子変奏，記譜，合う音・合うふしづけの
4つの内容が並行して20分間行われる。学習パターン
としては，ふしやリズム変奏のリレー，２人組による
ふしづくり，４人以上のグループ学習（各人のふし発
表→好きなふし選び→模唱奏→リズム伴奏づけや合う
音づけ→グループ作品発表→全員によるアンコール曲
選び）などがある（山﨑，pp.292-296）。
　高学年では，まず１人でふしづくりをし，グループ
内で，あるいはクラス内で聴きあってすきなふしを選
び，それに合う音（保続音），合うふし（副旋律）を
つけ，合唱奏する（山﨑，pp.298-299）。

（４）　ミュージックサイン
　山﨑は，子どもが主体的に活動する条件として，課
題が明確で行動の１つ１つがわかっていること，全体
の順序が子どもにわかっていることを挙げている。
　また，学習をより効果的にするために，言葉のかわ
りに音楽を使って学習展開を音楽的にすることを提案
している。つまり，子どもと好きな曲を選んで，その
曲が聞こえたらどのような動作をするかを決め，その
曲が終わったら動作も終わる約束をするのである。山
﨑は，新しい遊びでも，慣れてくれば歌で問いかけて，
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答えさせることにより遊び方を覚えることもできる
し，それによって聞き分ける能力や即興力が自然に身
につくと述べている（山﨑，pp.286，289）。これに関
しては，参観者の感想からもその様子がわかる。

参観者の感想「効果的なミュージックサイン」（山﨑，
p.274）

（５）　主体的な学習活動
　ふしづくりの教育は，以下の事例のように，すべて
の学習が子どもの主体的活動で行われる。

｢教と育 ｣（山﨑，p.176）

「演奏活動を通して」（研究発表手書き原稿より）

参観者の感想「生きた基礎資料」（山﨑，p.273）

６年生のある授業（抜粋）（山﨑，p.177）

　上記のような，お互いに認め合い，助け合って１つ
のものを作り上げる学習は，すでに音楽教育の域を超
えた，人間教育である。ふしづくりの授業には，自己
存在感・有能感，他者受容感，自己決定感があふれて
いたといえよう。

Ⅴ　古川小学校におけるふしづくりの
教育の理念と指導法の特徴

　山﨑らは，子どもをもっともよく知っている担任が
音楽科授業を担当することによって，義務教育として
の音楽教育の確立がはかれると考えた。しかも，単に
音楽をどう指導するかという観点よりも，音楽でどう
子どもを育てるかという，つまり人間形成を基盤とし
ての教科経営に重点を置いていたのである。
　この考え方の背景には，中家校長の教育観が存在す
る。音楽科授業を，音楽専科教師あるいは音楽の得意
な教師が担当するのではなく，たとえ音楽が不得手で
も学級担任が担当すべきであるという彼の強固な主張
に顕著に表れている。なぜなら，信頼関係のある学級
担任だからこそ，子どもの個性や能力や心情を真に理
解することができ，そのことによって主体的な学習態
度を育成することができ，また主体的な活動をとおし
て充実感や達成感を引き出すことができるからであ
る。これは音楽科授業にかかわらず，全教科をとおし
て子どもの人間形成を達成しようとする中家の教育観
によるものである22）。当時の音楽主任であった山﨑は，
古川小学校で「ふしづくりの教育」がうまくいったの
は，音楽専科教師が居なかったからであり，学級担任
が担当することによって，教師主導の音楽科授業にな
り得なかったことが大きいと述べている23）。つまり，
音楽の得意でない学級担任だからこそ，子どもの目線
に立って，子どもとともに暗中模索しながら，ふしづ
くりの教育を作り上げることができたのである。
　山﨑の著書に掲載されている子どもの感想文には，
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「研究演奏の時に，どきどきしたけれどたくさんの拍
手がもらえて感激した。」「研究授業の時に，知らない
先生からとてもすばらしかったと褒められて嬉しかっ
た。」（山﨑，pp.165，171-172，271-272）というよう
な記述が多くある。また，学校の帰り道に，友だち同
士で，歌をつくって，歌詞を考えたり，ピアニカを吹
いたり，指揮に合わせて歌ったりした話や，家庭に帰っ
て，お母さんにピアニカを聞いてもらって褒められた
話，お母さんと弟と自分の３人で家族合奏をしてとて
も楽しかった話などが掲載されている（山﨑，
pp.167-170）。古川小学校で実際にふしづくりの教育
を受けたOBの人たちの間でも，「学校の休み時間に，
ずっとリコーダーを吹いたりピアニカを吹いたりして
いた。学校からの帰り道でもよくリコーダーを吹いて
いた。」「生活のなかに常に音楽があった。毎日，ピア
ニカや笛を吹いていた。」「自分で作ったふしは，１年
生から６年生まで１つ残らず全部覚えている。今でも
歌える。」「本当に楽しい音楽の授業だった。」「今のよ
うにいじめ問題とかは全くなかった。みんな仲がよ
かった。」など，たくさんの思い出が語られた24）。ま
た「音楽は得意でなかったけれど，最後の方の授業で，
自分の作ったふしが初めてグループの曲に選ばれ，そ
の授業のアンコール曲にも選ばれて，最後にみんなで
演奏した。本当に嬉しかった。」というエピソードも
ある。25）ふしを選ばれたことがない子どもを気遣って，
グループのメンバーたちがその子のふしを選んだそう
である。ふしづくりの教育が，子どもの生活に密着し
ていたこと，子どもたちが本当に音楽を好きだったこ
と，子どもたちの心が育っていたことなどがよくわ
かる。
　ふしをつくる→リズムを変奏する→合う音（保続音，
和音）・合うふし（副旋律）をつける→合唱奏する，
という一連のふしづくりの活動は，かなり高度な内容
である。通常であれば，多くの訓練がなされないと達
成できない内容である。しかし，古川小学校のふしづ
くりでは，ほとんどの子どもが簡単にできていた。そ
の理由として，ミュージックサインの多用によって，
たくさんの音楽的語彙（ふし）が耳に入っていたこと，
先生あるいは子どもが演奏したふしを，即座に模唱奏
する習慣が根づいていたために，聴取力，音楽的記憶
力，内的聴覚力が育成されていたこと，音楽が生活に
密着しており，ふしを聞いたり演奏したりする機会が
多く，音楽的情報（音楽）が蓄積されていたこと，な
どが考えられる。音楽的感覚，聴取力，蓄積された音
楽的情報などがなければ，創作活動はできない。何も
ないところから，音楽は生まれないのである。
　最後に，古川小学校でふしづくりの教育が成功した

もっとも大きな原因として，学習意欲の高さが挙げら
れるであろう。ふしづくりの学習過程でも，教材の学
習過程においても，常に子どもが主体となって動き，
教師はそばで見守ったり，援助したりするだけであ
る。事例にもあったように，音楽の授業のなかでは常
に，自己存在感が感じられ，共感的な人間関係が育成
され，多くの自己決定の場があった。これこそ，現在
の教育課程のすべての領域において機能することが求
められているものである26）。
　山﨑が述べているように，古川小学校におけるふし
づくりの教育は，まさに音楽教育の域を超えた人間教
育だったのである。
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